
主体性を高めるための

振り返りシートの活用について



生徒の実態
・自分の学習がどこまで進んでいるのか、把握で
きていない。

・学習意欲はあるが、何から手を付けてよいのか
分からない。

・テストの結果に一喜一憂するだけで、具体的な
振り返りや学習の調整ができていない。

・前回どのようなことを学習したかという質問に
答えることができない。(言葉で表現できない)

⇒「できること」を可視化し、成長を実感することで
 主体性を高めることができるのではないか。



授業用

学習内容を短い言葉でまとめておくと、振
り返りがスムーズになる。

教科書傍用問題集の番号を書いておくことで、
復習しやすくなる。

自分の学習がどこまで進んでいるのか可視化するために、問題集の進捗状況に合わ
せて色を塗る。



テスト用① テストの問題がどの学習内容から出題されたか。

テスト問題に対応する問題を傍用問題集でどこまで学習したか。

できるようになったと思っ
ていた問題ができなかった。

１ ２ ３



テスト用②

テストまでの取組とその結果について振り返り、次
の行動を具体的に考えることで、自己調整力の涵養
を図る。



演習の自己評価とテスト結果の不一致が減った。

成果について
自力で解けるようになったと思っていたが、
テストで〇にならなかった問題の割合

第１回 45.1％→ 第２回 38.8％



成長を実感することができた。

成果について



主体的に取り組む生徒が増えた。

成果について

授業用振り返りシートから読み取れる取組方法の変化

① 「答えを写した」の割合
第１回 13.9％

② 「自力で解けるようになった」の割合
第１回 42.4％

→ 第２回 7.2％

→ 第２回 53.6％
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